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世界の疫学データ

(drinks)



飲酒パターンと死亡率



アルコール摂取と早発性虚血性心疾患の
発病リスク



アルコールの効能



リポタンパクの役割



フレンチ・パラドックス



ワイン・ポリフェノール
によるLDL酸化阻害



赤ワインによる介入試験



ワイン摂取
による

ヒトLDLの
酸化阻害



フリーラジカルが
注目を集めた訳



活性酸素、フリーラジカル
の生成と生体保護、傷害、

疾病、老化との関係



ワインの活性酸素消去活性



ワインの銘柄と
活性酸素消去能
およびポリフェ

ノール含量



活性酸素消去活性
と亜硫酸の関係



ワインの色、総ポリ
フェノールと活性酸

素消去能の関係



ブドウ果実におけ
るポリフェノール

存在比



各種飲料中のポリ
フェノール含量



成分の分画‐ワインの選択



ワインの分画



各画分の成分とHPLC系



ワインの各画分のポリフェノール含量とSOSAの関係



各ピークとSOSAの相関



アントシアニン画分の各物質とSOSAの相関



同じ銘柄のワ
インなら古い
ビンテージの
ほうが活性が

高い



モデルワインでの試験



アントシアニンの抽出と
モデル系



モデルワインでの時間経過とHPLCパターン



ピーク1および2の化学構造
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ピーク1および2のヒト血小板凝集
阻害活性



ピーク1および2の活性酸素アニオン
消去活性



年代の異なる同一銘柄ワインを
用いたアントシアニンの変化

供試ワイン：桔梗ヶ原メルロー

（メルシャン㈱）

ワインのヴィンテージ：

1985、1990、1992、1994、1995、

1996、 1997、1998

アントシアニン画分をGPCにて分子量で分画
し、ポリフェノール量とラジカル捕捉活性を年
代ごとに調べた。



アント
シアニ
ンの分
画と

GPCに

よる分
離



1998、1992、1985年
メルローのGPCプロフ

ァイル



種々のビンテージ・メルローワインの
GPCプロファイル



ワイン・ビンテージとポリフェノール
のラジカル消去比活性の関係



Resveratrolについて



リスベラトロールの抗がん効果



発癌過程とリスベラトロールの作用



ブドウ（ピノ・ノワール、メルロー）の
リスベラトロール含量



ワイン摂取と認知症、アルツハイマー症
との関係

＜ワインと認知症＞
’68～’69に38～60歳であった

、スウェーデン在住の1462名につ
いて、34年間に亘り摂取アルコー

ルの種類、摂取量、ライフスタイ
ルなどと認知症の関係を調べたと
ころ、2002年までに164例が認知

症と診断された。ワイン摂取群は
認知症のリスク(ハザードレシオ
、HR)が低く、0.6であった。この

相関は女性では更に高く、認知症
のHR = 0.3であった。喫煙歴を考

慮に入れると、喫煙者では相関は
一段と高かった。一方、スピリッ
ツ(蒸留酒)摂取群の認知症リスク
は高く(HR = 1.5)、ワインと反対

の結果となった。他のアルコール
飲料についても、認知症のリスク
低下は認められないことから、ワ
インのアルコール以外の成分が認
知症発症低下に有効に作用してい
ると考えられる。
[K. Mehligら: Am J Epidemiol, 167, 684-

691 (2008)] 



新聞記事
（リスベラ
トロールが
脳神経細胞
を刺激・再
生？）



論文要旨



リスベラトロールは寿命を延ばす?

1.酵母のSIRT1活性を増大、寿命を伸ばす
Howitz, K. et al., Small molecule activators of sirtuins extend Saccharomyces crevisiae 

lifespan.  Nature 425, 191-196 (2003)       <Sir: silent information regulator, sirtuin; NAD 
加水分解とヒストンの脱アセチル化を行い、遺伝子発現を抑制する>

2.多細胞動物のsirtuinを活性化し老化を遅延
Wood, J.G., et al., Sirtuin activators mimic calorie restriction and delay ageing in 

metazoans.  Nature 430, 686-689 (2004)

3.線虫C. elegansの寿命を伸ばす
Viswanathan, M., et al., A role for SIR-2.1 regulation of ER stress response genes in 

determining C. elegans life span.  Dev. Cell 9, 605-615 (2005)

4. 短命脊椎動物(小魚、Nothobranchius furzeri)の
寿命を伸ばす

Valenzano, D.R., et al., Resveratrol prolongs lifespan and retards the onset of age- related 
markers in a short-lived vertebrate.  Curr. Biol., 16, 296-300 (2006)

5.マウスの寿命を延長し、健康を改善する
Baur, J.A., Sinclair, D.A, et al, Resveratrol improves health and survival of mice on a high-

calorie diet.  Nature 444, 337-342 (2006)



ワインの認識障害抑制効果
－PEP阻害物質－



カベルネか
らの阻害剤

の単離



単離PEP阻害剤のアミノ酸配列
とPEP50％活性阻害濃度

Amino Acid Sequences of the PEP Inhibitors Isolated 

and the IC50 values against PEP from Flavobacterium

Fraction           Amino acid sequence           IC50 (mM)

A Val-Glu-Ile-Pro-Glu 17.0

B Tyr-Pro-Ile-Pro-Phe 87.8

The synthetic peptide, Z-Gly-Pro-pNA was used as the

substrate.



PEPによるバソ
プレッシンの
分解とVEIPEに

よる阻害



PEPによるサブ
スタンスＰの分
解とVEIPEおよ
びYPIPFによる

阻害



阻害剤によるPEPのペプチド・
神経ホルモン分解阻害効果



種々のワインにおけるpep A濃度
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種々のワイン中のペンタペプチド
(fr. A)の分布



白ワインの効用



ワインの抗菌活性の測定



サルモネラ菌
に対する効果



大腸菌に対する
効果



地中海風食事の特徴



不飽和脂肪酸の代謝経路



コレステロールと生存率の関係



地中海風食事ピラミッド
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